
奈
良
県
森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
よ
り
森
林
と
人
と
の
恒
久
的
な
共
生
を
図
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。令

和
二
年
三
月
三
十
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

奈
良
県
条
例
第
五
十
五
号

奈
良
県
森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
よ
り
森
林
と
人
と
の
恒
久
的
な
共
生
を
図
る
条
例

目
次前

文
第
一
章

総
則
（
第
一
条
―
第
八
条
）

第
二
章

森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
関
す
る
指
針
（
第
九
条
）

第
三
章

森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
関
す
る
基
本
的
施
策
（
第
十
条
―
第
十
七
条
）

第
四
章

奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
（
第
十
八
条
）

第
五
章

そ
の
他
の
措
置
（
第
十
九
条
―
第
二
十
三
条
）

附
則

奈
良
県
は
、
県
土
の
約
八
割
を
森
林
が
占
め
、
春
日
山
の
原
始
林
、
大
峯
奥
駈
道
な
ど
の
山
岳
景
観

を
有
す
る
森
林
、
吉
野
の
人
工
美
林
な
ど
多
様
で
貴
重
な
森
林
を
有
し
て
い
る
。
し
か
る
に
、
近
年
、

地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
に
よ
る
豪
雨
災
害
、
多
様
な
生
態
系
へ
の
影
響
そ
の
他
の
様
々
な
問
題

が
発
生
し
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
へ
の
期
待
が
大
き
く
高
ま
っ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
木
材
価
格
の
低
迷
、
山
村
地
域
の
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
の
進
行
等
の
林
業
を
め

ぐ
る
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
林
業
の
収
益
を
も
っ
て
森
林
環
境
を
維
持
す
る
モ
デ
ル
は
、
そ
の
有
効
性

に
お
い
て
困
難
が
生
じ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
森
林
の
有
す
る
国
土
の
保
全
、
自
然
環
境
の
保
全
な
ど
の
多
面
的
機

能
を
い
か
な
る
状
況
の
下
で
も
恒
久
的
に
発
揮
し
続
け
さ
せ
る
に
は
、
新
た
な
挑
戦
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
に
関
す
る
法
令
は
多
岐
に
わ
た
り
、
森
林
現
場
で
の
総
合
的
か
つ

効
果
的
な
運
用
に
は
、
持
続
的
な
工
夫
及
び
努
力
も
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
、
森
林
環
境
の
維
持
向
上
が
県
民
生
活
の
安
定
的
な
向
上
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
県
民
共

通
の
理
解
と
な
り
、
森
林
と
人
と
が
良
好
な
関
係
を
築
き
な
が
ら
、
森
林
が
将
来
に
わ
た
っ
て
県
民
の

貴
重
な
財
産
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
願
い
、
森
林
・
林
業
基
本
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、

森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
よ
り
森
林
と
人
と
の
恒
久
的
な
共
生
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
こ
の
条
例

を
制
定
す
る
。



第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
県
、
森
林
所
有
者
、

林
業
事
業
者
、
森
林
組
合
及
び
県
民
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
森
林
環
境
の
維
持
向
上

の
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
等
を
定
め
、
当
該
施
策
を
総
合
的
か
つ
体
系
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
森
林
の
四
機
能
を
高
度
に
発
揮
し
、
及
び
森
林
・
林
業
基
本
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六

十
一
号
）
そ
の
他
の
法
令
に
沿
っ
た
森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
関
す
る
実
効
的
な
取
組
を
促
進
し
、

も
っ
て
森
林
と
人
と
の
恒
久
的
な
共
生
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

一

森
林
環
境
の
維
持
向
上

適
地
適
木
（
標
高
、
地
形
、
地
質
、
気
候
等
の
諸
条
件
を
考
慮
し
て

樹
種
を
選
定
す
る
こ
と
を
い
う
。
）
に
よ
る
造
林
及
び
適
時
か
つ
適
切
な
方
法
に
よ
る
保
育
、
伐

採
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
森
林
の
四
機
能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。

二

森
林
と
人
と
の
恒
久
的
な
共
生

豪
雨
に
よ
り
発
生
し
た
土
砂
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
等
森
林
に

関
す
る
脅
威
を
理
解
し
た
上
で
、
森
林
が
も
た
ら
す
恵
沢
を
安
定
的
に
享
受
し
、
森
林
と
人
と
の

良
好
な
関
係
を
永
続
的
に
築
き
続
け
る
こ
と
を
い
う
。

三

森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能

森
林
・
林
業
基
本
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
土
の
保
全
、

水
源
の
か
ん
養
、
自
然
環
境
の
保
全
、
公
衆
の
保
健
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
、
林
産
物
の
供
給
等

の
多
面
に
わ
た
る
機
能
を
い
う
。

四

森
林
の
四
機
能

森
林
環
境
の
維
持
向
上
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
体
系
的
に
推
進
す
る
観
点
か

ら
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
を
四
区
分
し
た
機
能
で
あ
っ
て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
。

ア

森
林
資
源
生
産
機
能
（
木
材
、
木
の
実
、
き
の
こ
類
等
の
食
材
、
漆
等
の
工
芸
品
の
原
料
、

清
浄
な
水
等
の
森
林
資
源
を
持
続
的
に
供
給
す
る
機
能
並
び
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
及
び
排

出
の
抑
制
作
用
に
よ
り
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
寄
与
す
る
機
能
を
い
う
。
）

イ

防
災
機
能
（
土
砂
の
流
出
又
は
崩
壊
そ
の
他
の
災
害
の
防
止
機
能
及
び
水
の
貯
留
・
か
ん
養

機
能
に
よ
り
森
林
が
県
土
を
保
全
す
る
機
能
を
い
う
。
）

ウ

生
物
多
様
性
保
全
機
能
（
様
々
な
生
態
系
が
存
在
す
る
こ
と
並
び
に
生
物
の
種
間
及
び
種
内

に
様
々
な
差
異
が
存
在
す
る
こ
と
を
保
全
す
る
機
能
並
び
に
そ
れ
に
よ
り
自
然
環
境
を
持
続
的

に
保
全
す
る
機
能
を
い
う
。
）



エ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
、
教
養
文
化
活
動
、
休
養
等

を
森
林
に
お
い
て
行
う
こ
と
に
よ
り
身
体
的
及
び
精
神
的
な
健
康
を
回
復
し
、
日
常
生
活
の
向

上
へ
の
活
力
を
獲
得
す
る
機
能
を
い
う
。
）

五

恒
続
林

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
種
類
の
樹
木
が
異
な
る
樹
齢
及
び
高
さ
の
状
態
で
存
在
し
、

適
時
か
つ
適
切
な
方
法
に
よ
る
保
育
及
び
択
伐
に
よ
る
継
続
的
な
木
材
生
産
に
よ
り
環
境
が
維
持

さ
れ
る
森
林
を
い
う
。

六

適
正
人
工
林

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
そ
の
他
の
人
工
造
林
を
代
表
す
る
種
類
の
樹
木
が
同
程
度
の
樹

齢
及
び
高
さ
の
状
態
で
存
在
し
、
適
時
か
つ
適
切
な
方
法
に
よ
る
保
育
に
よ
り
環
境
が
維
持
さ
れ

る
森
林
で
あ
っ
て
、
木
材
生
産
を
主
目
的
と
す
る
も
の
を
い
う
。

七

自
然
林

ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
そ
の
他
の
人
工
造
林
を
代
表
す
る
種
類
の
樹
木
と
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
種
類
の
樹
木
が
混
交
す
る
森
林
で
あ
っ
て
、
自
然
の
遷
移
に
よ
り
環
境
が
維
持
さ
れ
る
も
の

を
い
う
。

八

天
然
林

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
種
類
の
樹
木
が
自
然
に
生
成
す
る
こ
と
に
よ
り
環
境
が
維
持

さ
れ
る
森
林
を
い
う
。

九

森
林
所
有
者

権
原
に
基
づ
き
森
林
の
土
地
の
上
に
木
竹
を
所
有
し
、
及
び
育
成
す
る
こ
と
が

で
き
る
者
を
い
う
。

十

林
業
事
業
者

森
林
施
業
（
造
林
、
保
育
、
伐
採
そ
の
他
の
森
林
に
お
け
る
施
業
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
を
行
う
事
業
者
を
い
う
。

十
一

森
林
組
合

森
林
組
合
法
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
三
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
森
林
組
合

を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条

森
林
環
境
の
維
持
向
上
は
、
森
林
が
も
た
ら
す
恵
沢
が
県
民
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財

産
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
森
林
・
林
業
基
本
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
、
長
期
的
な
展
望
に
立
ち
、
県
、

市
町
村
、
森
林
所
有
者
、
林
業
事
業
者
、
森
林
組
合
及
び
県
民
の
適
切
な
役
割
分
担
並
び
に
相
互
の

連
携
及
び
協
力
の
下
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
そ
の
他
の
法
令
と
相
ま

っ
て
、
総
合
的
か
つ
体
系
的
に
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
県
の
責
務
）

第
四
条

県
は
、
前
条
に
定
め
る
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
森
林

環
境
の
維
持
向
上
に
必
要
な
施
策
を
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２

県
は
、
森
林
環
境
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
の
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
人
材
を
養
成



す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
を
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

３

県
は
、
前
二
項
の
施
策
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
森
林
所
有
者
、
林
業
事
業
者
、
森
林
組
合

及
び
県
民
と
の
協
働
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
及
び
市
町
村
と
の
連
携
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（
森
林
所
有
者
の
責
務
）

第
五
条

森
林
所
有
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
県
が
実
施
す
る
施
策
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、

森
林
が
県
民
に
多
く
の
恵
沢
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
森
林
の
荒
廃
に
よ
る
土
砂
の
流
出

等
を
原
因
と
す
る
災
害
が
地
域
社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
所
有
す
る
森
林

の
森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

森
林
所
有
者
は
、
そ
の
所
有
す
る
森
林
に
関
す
る
権
利
関
係
が
不
明
確
と
な
ら
な
い
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
林
業
事
業
者
の
責
務
）

第
六
条

林
業
事
業
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
県
が
実
施
す
る
施
策
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、

森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
森
林
組
合
の
責
務
）

第
七
条

森
林
組
合
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
県
が
実
施
す
る
施
策
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
組

合
員
に
対
す
る
森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
関
す
る
指
導
等
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
県
民
の
責
務
）

第
八
条

県
民
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
県
が
実
施
す
る
施
策
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
森
林
が

も
た
ら
す
恵
沢
を
享
受
し
て
い
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
森
林
の
適
正
な
利
用

に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章

森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
関
す
る
指
針

第
九
条

知
事
は
、
森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た

め
、
基
本
的
な
指
針
（
以
下
「
指
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
針
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
関
す
る
目
標

二

森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
関
す
る
施
策
の
方
針

三

森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

３

知
事
は
、
指
針
を
定
め
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
奈
良
県
森
林
審
議
会
の
意
見
を
聴



か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

知
事
は
、
指
針
を
定
め
た
と
き
は
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
二
項
の
規
定
は
、
指
針
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
章

森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
関
す
る
基
本
的
施
策

（
目
指
す
べ
き
森
林
へ
の
誘
導
）

第
十
条

県
は
、
森
林
環
境
の
維
持
向
上
の
た
め
に
、
森
林
の
植
生
状
態
、
立
地
条
件
等
を
踏
ま
え
、

民
有
林
（
森
林
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
が
定
め
た
地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
す
る

民
有
林
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
恒
続
林
、
適
正
人
工
林
、
自
然
林
又
は
天
然
林
へ
誘
導
す
る
も

の
と
す
る
。

２

県
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
恒
続
林
、
適
正
人
工
林
、
自
然
林
又
は
天
然
林
へ
誘
導
す
る
た
め
に
、

そ
の
誘
導
す
る
技
術
及
び
知
識
の
指
導
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
森
林
資
源
の
継
続
的
な
生
産
等
）

第
十
一
条

県
は
、
森
林
資
源
が
持
続
的
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
、
森
林
資
源
の
生
産
及
び
利
用
に
係
る

活
動
の
継
続
的
な
実
施
の
促
進
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
森
林
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
及
び
排
出
の
抑
制
作
用
に
よ
る
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
寄

与
す
る
機
能
が
効
果
的
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
間
伐
材
等
の
木
材
の
持
続
的
な
供
給
及
び
利
用
の
促

進
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
災
害
の
発
生
の
防
止
等
）

第
十
二
条

県
は
、
土
砂
の
流
出
又
は
崩
壊
そ
の
他
の
災
害
の
発
生
を
防
止
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
災
害

を
軽
減
す
る
た
め
、
森
林
施
業
の
促
進
、
国
、
市
町
村
等
の
関
係
機
関
が
保
有
す
る
災
害
に
関
す
る

情
報
の
共
有
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２

県
は
、
森
林
に
お
け
る
水
の
貯
留
・
か
ん
養
機
能
の
維
持
及
び
向
上
を
図
る
た
め
、
森
林
施
業
の

促
進
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
生
物
多
様
性
の
保
全
等
）

第
十
三
条

県
は
、
森
林
に
お
け
る
生
物
の
多
様
性
を
保
全
す
る
機
能
及
び
そ
れ
に
よ
り
自
然
環
境
を

持
続
的
に
保
全
す
る
機
能
が
効
果
的
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
森
林
の
適
切
な
整
備
及
び
保
全
の
促
進

そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
森
林
の
利
用
の
促
進
）

第
十
四
条

県
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
、
教
養
文
化
活
動
、
休
養
等
の
多
様
な
活
動
を

森
林
に
お
い
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
身
体
的
及
び
精
神
的
な
健
康
を
回
復
で
き
る
よ
う
、
森
林
の
利



用
の
促
進
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
森
林
に
関
す
る
環
境
教
育
の
推
進
）

第
十
五
条

県
は
、
森
林
の
四
機
能
に
つ
い
て
の
県
民
の
理
解
及
び
関
心
を
深
め
、
森
林
と
人
と
の
恒

久
的
な
共
生
に
関
す
る
意
識
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
体
験
学
習
の
実
施
、
指
導
者
の
養
成
そ
の
他
の

森
林
に
関
す
る
環
境
教
育
の
推
進
に
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
間
伐
木
を
残
置
す
る
場
合
の
措
置
）

第
十
六
条

森
林
所
有
者
そ
の
他
権
原
に
基
づ
き
森
林
の
立
木
の
使
用
又
は
収
益
を
す
る
者
は
、
民
有

林
の
立
木
を
間
伐
す
る
場
合
に
お
い
て
、
間
伐
木
（
間
伐
に
よ
り
伐
木
さ
れ
た
も
の
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
を
残
置
す
る
と
き
は
、
当
該
間
伐
木
が
及
ぼ
す
支
障
を
防
止
し
、
若
し
く
は
軽
減
し
、
又

は
当
該
民
有
林
の
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
当
該
間
伐
木
を
適
切
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
適
切
な
方
法
に
よ
る
皆
伐
等
）

第
十
七
条

森
林
所
有
者
そ
の
他
権
原
に
基
づ
き
森
林
の
立
木
の
使
用
又
は
収
益
を
す
る
者
は
、
民
有

林
の
立
木
を
皆
伐
す
る
と
き
は
、
土
砂
の
流
出
又
は
崩
壊
そ
の
他
の
災
害
の
発
生
を
防
止
し
、
又
は

こ
れ
ら
の
災
害
を
軽
減
し
、
森
林
環
境
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、
知
事
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
適

切
に
行
い
、
及
び
当
該
皆
伐
跡
地
の
確
実
な
更
新
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章

奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

第
十
八
条

知
事
は
、
森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
関
す
る
専
門
的
職
員
と
し
て
奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

を
置
く
。

２

奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
県
の
職
員
の
う
ち
か
ら
、
知
事

が
任
命
す
る
。

一

奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
条
例
（
令
和
二
年
三
月
奈
良
県
条
例
第
五
十
六
号
）
第
九

条
に
規
定
す
る
奈
良
県
森
林
環
境
管
理
士
の
資
格
を
有
す
る
者

二

森
林
法
第
百
八
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
林
業
普
及
指
導
員
資
格
試
験
に
合
格
し
た
者
で
あ

っ
て
、
森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
必
要
な
知
識
及
び
能
力
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
教
育
訓
練
の
課

程
を
修
了
し
た
も
の

三

前
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
と
知
事
が
認
め
た
者

３

奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
は
、
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
目
指
す
べ
き
森
林
へ
の
誘
導
、
森
林
環
境
の

維
持
向
上
に
関
す
る
技
術
及
び
知
識
の
普
及
指
導
、
森
林
の
巡
視
そ
の
他
の
森
林
環
境
の
維
持
向
上

に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
の
専
門
的
事
項
を
つ
か
さ
ど
る
。

４

奈
良
県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
は
、
市
町
村
の
職
員
と
連
携
し
、
前
項
の
事
務
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。



第
五
章

そ
の
他
の
措
置

（
地
域
森
林
計
画
に
定
め
る
事
項
等
）

第
十
九
条

知
事
は
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
森
林
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
た
て
た

地
域
森
林
計
画
に
お
い
て
、
森
林
の
四
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
事
項
を
定
め
る
も
の

と
す
る
。

２

知
事
は
、
森
林
法
第
十
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
森
林
整
備
計
画
に
関
し
、
市
町
村
か

ら
同
条
第
九
項
（
同
法
第
十
条
の
六
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
協
議
を
受
け

た
と
き
は
、
当
該
計
画
に
森
林
の
四
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
の
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
確
認
す
る
も
の
と
す
る
。

（
市
町
村
に
対
す
る
支
援
）

第
二
十
条

県
は
、
市
町
村
が
実
施
す
る
指
針
に
沿
っ
た
森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
関
す
る
施
策
を
支

援
す
る
た
め
、
こ
の
条
例
に
係
る
事
業
そ
の
他
の
森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
係
る
事
業
に
つ
い
て
、

当
該
市
町
村
に
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
先
進
的
な
取
組
に
対
す
る
支
援
）

第
二
十
一
条

県
は
、
森
林
所
有
者
、
林
業
事
業
者
、
森
林
組
合
及
び
県
民
が
行
う
森
林
環
境
の
維
持

向
上
に
関
す
る
先
進
的
な
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
。

（
財
政
上
の
措
置
）

第
二
十
二
条

県
は
、
基
本
理
念
に
基
づ
き
森
林
環
境
の
維
持
向
上
に
関
す
る
施
策
を
実
施
す
る
た
め
、

効
果
的
か
つ
効
率
的
に
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
実
施
状
況
の
公
表
）

第
二
十
三
条

知
事
は
、
毎
年
度
一
回
、
指
針
に
基
づ
き
県
が
講
じ
た
施
策
の
実
施
状
況
を
と
り
ま
と

め
、
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
六
条
及
び
第
十
七
条
の
規
定

は
、
同
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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